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育成 見附 
見附市青少年育成センター     

〒954-0051 見附市学校町 2-7-9 

TEL 0258-62-5739   FAX 0258-62-2343 

Mail ： ikuseicenter@city.mitsuke.niigata.jp 

１ 設置の目的  

  青少年の健全育成を総合的に推進する。      

２ 運営方針                                                 

青少年の心と体の健全な発展を促し自主性・社

会性や正義感・倫理観を持った豊かな人間性を育

むため、以下の方針により事業を推進し、青少年の

健全育成を支援する。 

(1) 青少年を取り巻く有害情報に関する問題性や       

注意事項についての啓発、有害環境から青少年

を守る取組を推進する。 

(2) 「家庭や地域の人と人とのつながりの中で健 

全な青少年を育む」ということを大切にし、非行 

の未然防止と共に「青少年を守り育てるまちづ 

くり」を推進する。  

(3) いじめ・不登校をはじめ青少年の多様な状況

に寄り添い、共に考え多様な連携で課題解決を

支援する。 

３ 主な事業                                                             

(1) 青少年街頭指導事業   

青少年が集まりやすく保護者や学校の目が届  

きにくい場所を巡回し、青少年への声掛け（「愛 

の一声かけ」）や注意・助言等、適切な指導の手 

を差し伸べ、非行を未然に防止する。  

(2) 青少年育成相談事業 

小・中・高校生の不登校、いじめ、不良行為等 

の問題行動や悩み事に関する本人、保護者、学校 

職員、市民等からの相談に対し助言や相談を行

う。内容により、相談者の了解を得て関係機関や

学校との連携、専門機関の紹介等を行う。 

(3) 青少年健全育成支援事業 

青少年の健全育成に係る各種事業を関係機 

関・団体と連携を図りながら効果的に推進する。 

○ 市民への啓発活動（街頭指導時の広報資材 

の配布、市内施設での広報資材の設置、市役所 

での広報懸垂幕の設置） 

○ 見附地区学校警察等連絡協議会、見附市子 

ども支援対策地域協議会等との連携 

(4) いじめ等対策支援事業  

いじめ・不登校など、児童生徒の様々な問題・

状況等に対し、学校と情報を共有し対策を検討、

必要に応じて関係機関との連携を図るなど、学

校の課題解決に向けて支援する。 

○ シェイクハンド学校訪問 

       学期１回、市内全小中学校を青少年育成セ

ンター所長、学校教育課長補佐、指導主事が訪

問する。市教委への「いじめ・不登校状況報告」

に基づき、学校の対応状況を確認し、学校の支

援を行う。 

○ 要請訪問・相談 

       学校の要請により、いじめ・不登校等に係る 

教職員のサポート、各学校のいじめ・不登校対 

策委員会・ケース会議等に、青少年育成センタ 

ー所長が参加し、学校を支援する。 

小学生～高校生の子どもたち本人はもちろん、子

どもたちの保護者・市民の皆様から子どもたちの「気

になること」「困っていること」などについてご相談

を受け付けています。市内小・中・高等学校には、４

月初めに紹介パンフレットを配信しています。パン

フレット裏面には、見附市公式レポーターの村上 

徹 様の漫画を使わせていただき、子どもたちや保

護者・市民の誰もが気軽に相談できる親しみやすい

機関であることをアピールしています。 

相談の対象は、見附市の学校に就学及び見附市に

在住されている方です。紹介パンフレットは見附市

のホームページにも掲載しています。どうぞご活用

ください。 

見附市青少年育成センター 令和７年度の取組について  

５月８日（木）に「見附市青少年育成センター運営委員会」が開催され、令和７年度の青少年育成セ

ンターの運営について以下のように承認されました。既存の事業を改善・充実させ、効果的に取り組ん

でいきます。 

お子さんのこと、子どもたちの気になる様子、お気軽にご相談ください！ 

青少年育成センターでは、電話・面接・メールで子どもたちや市民の皆様からのご相談を受け付けています。 
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内閣府では、昭和 54 年度より毎年７月を｢青少年

を非行から守る全国強調月間｣として実施していま

したが、平成 22年度に児童買春や児童ポルノといっ

た福祉犯の被害防止も重点課題に加え、「青少年の非

行・被害防止全国強調月間」と名称を変更しました。

令和５年度にはこども家庭庁へ事業が移管され、令

和７年度からは、「こどもまんなか社会」の実現に向

けて犯罪等の被害から社会全体でこどもを守る気運

の醸成をより一層図るため、「青少年の被害・非行防

止全国強調月間」と名称を変更しました。 

特に、令和７年度の最重点課題「インターネット利

用におけるこどもの性被害等の防止」は喫緊の課題

の一つです。スマートフォンやSNSを始めとする様々

な機器・サービスが急速に普及し、青少年を取り巻く

インターネット利用環境が一層多様化する中、SNSや

オンラインゲームを通じて面識のない被疑者と児

童・生徒が知り合い性犯罪等の被害にあう事犯の被

害数は高い水準で推移しています。特に、小学生の被

害が近年大幅に増加しています。また、それぞれに事

情や問題を抱えた青少年が SNS 等を通じて出会った

り自分の居場所を求めて繁華街に集まったりして犯

罪被害に遭う、中学生・高校生を含む青少年が「闇バ

イト」に応募し特殊詐欺や強盗等の重大な犯罪に加

担したりする、などの事案が頻発しています。青少年

のインターネット利用時間はますます増加する傾向

にあり、リスクについての認識が不十分なまま情報

の不適切な受発信をすることにより犯罪やトラブル

に巻き込まれる機会の増加が引き続き懸念されてい

ます。 

次代を担う青少年の育成は、社会全体で一体的に

取り組むべき課題です。青少年の健全育成及び非行

防止のため、国、地方公共団体、関係団体等がそれぞ

れの役割及び責任を果たしつつ相互に協力しながら

学校・家庭・地域と一体となった青少年の被害・非行

の防止のための積極的な取組を進めることが求めら

れています。 

紹介パンフレット・相談時間等 

令和７年度見附市青少年指導員の方々を紹介します 
令和７年度は、2２名の方々から「見附市青少年指導員」を務めていただきます。６班編成で市内各所を

巡回し、「愛の一声かけ」など街頭指導を実施します。 

令和７年度見附市青少年指導員 （敬称略 ◎印は班長） 

１班 ◎高橋美佐子  小柳英美子  小川 貴子  金井  章 

２班 ◎清水 芳夫  山井 裕己  湯本  一秀 

３班 ◎佐藤 宏子  長谷川隆之  外谷 三保   羽鳥 雅人 

４班 ◎関口 光弘  西川 直樹   見附高校Ｐ   創進学園高Ｐ 

５班 ◎板垣  秀幸  安藤  光子  金泉 幸子  野本菜穂子 

６班 ◎吉野 敬子  山本 朝子   渡部美智子 

 

令和６年度の街頭指導実績 
 
〇 活動回数     60回 

〇 従事人数   延207人 

○ 声掛け等件数      114件 

７月は「青少年の被害・非行防止全国強調月間」です！ 
これまでの名称「青少年の非行・被害防止全国強調月間」が、令和7年度から「青少年の被害・非行防止

全国強調月間に変更されました。 

電話相談： 

（月）～（金）9:00～16:00 

０２５８－６２－５７３９ 

面接相談： 

（月）～（金）9:00～16:00 

※ 面接相談を希望される場合には 

事前に電話もしくはメールでご連 

絡ください。 

メール相談：随時 

ikuseicenter@city.mitsuke.niigata.jp 


